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量子力学 における置換の対称性は､系を構成す る粒子の統計性と密接に関係 し､1920年代か ら

調べ られてきた｡特に､物理系の回転等の対称操作の群であるユニタ リ群と置換対称操作の群で

ある対称群は､同時に両方の群の規約表現 となるような表現が可能であり､N個の spinl/2の系

の spin関数を作 ることができる2)｡得 られる spin関数 は､ユニタ リ群 (回転群)の表現 になって

いることからわかるように､直交関数系をなす｡ しか し得 られた関数は､他の関数 との直交性を持

つための項がつ くため非常に複雑である｡ 例えばα1β2α3α4- α〃型の関数に展開 したときの項の

数がNの増加に伴い非常に増える｡ 逆に直交性を軸祝すnば一次独立な spin関数の作 り方は一意

ではなくなるが､荘換対称操作に対 して整数係数で表される坑井を及ぼす様な､より自然な開放を

作 ることができることがわかった3)｡本報告では､対称群の規約表現である Ybung図形を用いた

Stol-S､S!ol-Mのスピン関数系を作り､それが自然な形 (上記の関数型で展開 したとき最少の項数

に対応する)完全系であること示 した｡これを用いて､Slotの保存する物理系､例えばハイゼ ンベルグ
模型4)､ハバー ド系､レJ模型等での行列要素の演算を全て整数演算にできることを原理的に示 した｡
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